
宝
く
じ
の
日

阿
武
隈
川
が
大
き
く
北
に
流
れ
を

変
え
る
と
こ
ろ
、
私
の
勤
務
す
る
丸

森
病
院
が
あ
り
ま
す
。
保
健
・
福
祉

・
医
療
の
統
合
・
再
編
に
と
も
な
い

今
年
四
月
か
ら
院
長
と
な
り
、
責
任

あ
る
立
場
で
地
域
医
療
を
展
開
し
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

丸
森
病
院
の
常
勤
医
は
内
科
一

人
、
外
科
三
人
（
そ
の
内
一
人
は
二

十
三
期
生
の
川
嶋
和
樹
先
生
）
。
外

来
一
日
二
百
人
、
入
院
七
十
人
の
患

者
さ
ん
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
が
、

常
に
医
師
不
足
の
状
況
で
す
。

小
児
糖
尿
病
患
者

仕
事
に
や
っ
と
慣
れ
て
き
た
時
、

一
人
の
小
児
糖
尿
病
患
者
に
出
会
い

ま
し
た
。

突
然
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
が
枯
渇

す
る
�
型
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
で
し

た
。
�
型
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
と
違

っ
て
、
最
初
か
ら
イ
ン
ス
リ
ン
注
射

が
必
要
で
、
良
好
な
血
糖
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
を
維
持
す
る
た
め
に
は
一
日
四

回
の
注
射
が
必
要
で
し
た
。

病
状
に
つ
い
て
ご
両
親
に
説
明
す

る
と
、
糖
尿
病
は
ぜ
い
た
く
病
で
大

人
が
か
か
る
病
気
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
ぜ
い

た
く
さ
せ
て
い
な
い
の
に
、
ど
う
し

て
う
ち
の
子
が
糖
尿
病
に
な
る

の
？
」
と
い
う
思
い
が
強
く
、
な
か

な
か
受
け
入
れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で

し
た
。

患
者
に
は
今
ま
で
と
同
じ
環
境
で

学
校
生
活
を
送
ら
せ
て
あ
げ
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
と
考
え
、
何
度
も
学

校
の
先
生
と
話
し
合
い
を
持
ち
ま
し

た
。
こ
の
時
ほ
ど
、
医
師
一
人
の
限

界
を
体
験
し
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
思
い
が
、
〇
三
年
十
一

月
、
糖
尿
病
外
来
の
開
設
に
つ
な
が

っ
て
い
き
ま
す
。

専
門
外
来
を
開
催

当
院
に
お
い
て
は
、
糖
尿
病
患
者

が
外
来
患
者
の
ほ
ぼ
六
分
の
一
を
占

め
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
専
門
外

来
が
な
く
、
糖
尿
病
患
者
が
一
般
患

者
に
埋
没
し
て
い
る
の
が
現
況
で
し

た
。そ

こ
で
、
脱
落
な
く
外
来
受
診
を

す
す
め
、
自
己
管
理
を
継
続
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
医
師
以
下
計
六
人

で
チ
ー
ム
を
編
成
、
週
一
回
月
曜
日

に
糖
尿
病
外
来
を
開
催
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
血
糖
の
指
標
と
し
て
用

い
ら
れ
る
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
数
値

（
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
値
）
の
結
果
が
出
る

ま
で
、
糖
尿
病
教
室
で
の
集
団
指
導

を
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
診
察
を
待
っ
て
い
る
間

に
は
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る
食
事
指

導
、
薬
剤
師
に
よ
る
イ
ン
ス
リ
ン
自

己
注
射
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

治
療
困
難
な
患
者
さ
ん
に
つ
い
て

は
定
期
的
に
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン

ス
（
個
別
症
例
ご
と
の
対
応
）
を
実

施
。
失
明
、
透
析
、
下
肢
切
断
の
患

者
さ
ん
を
絶
対
に
発
生
さ
せ
な
い
こ

と
を
目
標
に
チ
ー
ム
医
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。

義
務
年
限
は
既
に
終
了
し
て
い
る

私
で
す
が
、
こ
の
町
の
住
民
が
私
を

必
要
と
し
て
い
る
限
り
期
待
に
こ
た

え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
う
毎
日

で
す
。

病
棟
か
ら
見
え
る
穏
や
か
な
阿
武

隈
山
系
の
山
々
の
緑
が
、
今
日
も
私

を
励
ま
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

（
次
回
予
定
は
石
川
県
）

チ
ー
ム
活
動
で
医
師
不
足
補
う

お お と も ま さ た か

大友 正隆 11期生1988年卒

丸森町国民健康保険丸森病院
【私の勤務地】丸森町は人口１万７０３２人（６月１日
現在）、面積は２７３．３４平方�。１９５４年、２町６村の合併
で誕生した大きな町で、宮城県の最南の地にある。周
辺を阿武隈山系の山々に囲まれ、北側を阿武隈川が流
れている盆地状の地形の町。丸森病院は地域医療の中
心として１９４９年の開設以来町民の健康を支えている。

糖尿病セミナー（糖尿病教室）での集団指導の様子。「糖尿病性
神経障害の診断と治療について」の講演を行った＝６月�日

９（
く
）２（
じ
）の
語
呂
合
わ
せ
。
時
効

当
せ
ん
金
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
一
九
六
七

年
に
制
定
さ
れ
た
。
記
念
行
事
と
し
て
、

過
去
一
年
間
に
抽
せ
ん
さ
れ
た
ハ
ズ
レ
券

を
対
象
に
「
宝
く
じ
の
日
記
念
お
楽
し
み

抽
せ
ん
」（
敗
者
復
活
戦
）
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
宝
く
じ
番
号
を
調
べ
直
す
こ
と

で
、
�
時
効
当
せ
ん
金
ゼ
ロ
�
を
目
指
す

と
い
う
が
、
毎
年
の
時
効
当
せ
ん
金
は
二

百
億
円
以
上
に
も
な
る
ら
し
い
。
（
志
）

宮城県

超
音
波
検
査
は
、
臓
器
の
形

や
病
変
を
即
時
に
見
ら
れ
無
害

な
こ
と
か
ら
、
肝
が
ん
や
乳
が

ん
な
ど
の
診
断
以
外
に
も
健
康

診
断
や
胎
児
診
断
で
よ
く
使
わ

れ
る
。
し
か
し
、
通
常
は
造
影

剤
を
使
わ
な
い
た
め
「
細
部
や

微
小
な
血
管
ま
で
見
分
け
ら
れ

る
画
像
を
得
る
の
は
難
し
い
。

正
確
な
診
断
を
す
る
に
は
限
界

が
あ
る
」（
森
安
史
典
・
東
京

医
大
教
授
）
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
た
の
が
マ

イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
。
泡
は
体
の
中

に
あ
る
と
超
音
波
を
よ
く
反

射
、
キ
ラ
キ
ラ
と
白
く
光
る
特

質
が
あ
る
か
ら
だ
。
一
九
七
○

年
代
に
造
影
剤
と
し
て
有
用
と

報
告
さ
れ
、
欧
米
を
中
心
に
実

用
化
が
進
ん
だ
。

一
つ
の
泡
は
直
径
数
�
�

（
一
�
�
は
千
分
の
一
�
）と
、

赤
血
球
よ
り
小
さ
い
。
泡
の
膜

に
は
脂
質
や
タ
ン
パ
ク
質
を
用

い
、
中
に
フ
ッ
化
炭
素
の
ガ
ス

や
空
気
を
入
れ
る
な
ど
無
害
な

素
材
で
作
ら
れ
て
い
る
。
血
中

に
一
定
時
間
と
ど
ま
っ
た
後
で

溶
け
る
工
夫
が
し
て
あ
る
。

注
射
液
一
�
	
中
に
八
億



十
億
個
含
ま
れ
、
静
脈
か
ら
注

射
す
る
と
血
流
に
乗
っ
て
全
身

を
め
ぐ
り
、
肺
で
の
気
体
交
換

な
ど
に
よ
り
三
十
分
程
度
で
な

く
な
る
。
診
断
で
き
る
の
は
約

十
分
間
。

国
内
で
は
、
森
安
教
授
と
東

芝
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ

（
大
田
原
市
）
が
共
同
で
、
マ

イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
に
対
応
で
き
る

超
音
波
装
置
の
開
発
、
患
者
へ

の
応
用
を
目
指
し
て
き
た
。

東
京
医
大
な
ど
十
五
病
院
は

九
八
年


二
○
○
三
年
に
、
肝

が
ん
や
血
管
腫
な
ど
、
肝
臓
に

病
変
が
あ
る
約
百
九
十
人
で
臨

床
試
験
を
実
施
。
画
像
の
鮮
明

度
が
高
い
最
新
の
マ
イ
ク
ロ
バ

ブ
ル
造
影
剤
の
有
効
性
を
調
べ

た
。患

者
に
、
体
重
一
�
当
た
り

○
・
○
一
五
�
	
を
腕
の
静
脈

か
ら
注
射
。
画
像
で
正
し
く
診

断
で
き
た
割
合
は
、
マ
イ
ク
ロ

バ
ブ
ル
を
使
用
し
た
と
き
は
�

％
で
、
使
わ
な
い
場
合
の
�
％

よ
り
向
上
。
通
常
の
造
影
剤
を

用
い
た
Ｃ
Ｔ
検
査
と
同
程
度
だ

っ
た
。
ま
た
、
一


以
下
の
が

ん
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
の
方
が

見
つ
か
り
や
す
か
っ
た
。

「
動
脈
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
入

れ
る
エ
ッ
ク
ス
線
造
影
検
査

や
、
造
影
Ｃ
Ｔ
検
査
で
と
ら
え

ら
れ
る
血
管
は
、
直
径
○
・
五

�
か
ら
二
�
程
度
。
マ
イ
ク
ロ

バ
ブ
ル
な
ら
○
・
二
�
ま
で
可

能
で
、
被
ば
く
も
な
い
」
と
森

安
教
授
。

悪
性
か
ど
う
か
の
鑑
別
は
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
を
注
射
し
た

後
の
病
変
部
の
白
く
な
り
方
が

鍵
に
な
る
。

が
ん
だ
と
病
巣
に
血
管
が
た

く
さ
ん
で
き
て
い
る
た
め
、
二

十
秒
ぐ
ら
い
で
白
く
染
ま
る
。

良
性
腫
瘍（
し
ゅ
よ
う
）な
ら
一



三
分
か
け
て
ゆ
っ
く
り
白
く

な
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
が

ん
で
は
不
均
一
に
が
ん
細
胞
が

増
殖
し
て
い
て
、
ま
だ
ら
に
白

く
な
り
、
良
性
腫
瘍
で
は
均
一

に
な
る
。

今
回
、
臨
床
上
問
題
に
な
る

副
作
用
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ

は
「
マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
は
微
小

で
投
与
量
は
非
常
に
少
な
く
、

全
身
を
巡
っ
た
後
は
体
内
か
ら

消
失
す
る
た
め
安
全
。
危
険
な

要
素
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い

が
、
新
規
の
技
術
で
も
あ
り
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
の
生
体
で
の

挙
動
は
引
き
続
き
調
査
が
必

要
」
と
し
て
い
る
。

無
数
の
極
め
て
細
か
い
泡（
マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
）を
造
影
剤

と
し
て
用
い
る
超
音
波
検
査
の
有
効
性
が
、
東
京
医
大
な
ど

多
施
設
に
よ
る
臨
床
試
験
で
示
さ
れ
た
。
が
ん
に
栄
養
を
供

給
す
る
微
小
な
血
管
ま
で
も
映
し
出
し
、
が
ん
の
診
断
や
小

さ
な
病
巣
の
早
期
発
見
に
生
か
す
。
ヨ
ー
ド
系
の
造
影
剤
を

使
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影（
Ｃ
Ｔ
）と
同
じ
ぐ
ら
い
高

精
度
で
、エ
ッ
ク
ス
線
に
よ
る
被
ば
く
が
な
い
の
が
利
点
だ
。

大田原のメーカーと装置を共同開
発した森安史典・東京医大教授

マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
を
使
わ
ず
に
超
音
波
で
見
た
肝
が
ん
患
者
の
肝
臓（
上
）と
マ
イ
ク

ロ
バ
ブ
ル
を
使
っ
た
場
合
の
画
像（
下
）。
使
う
と
が
ん
が
中
央
に
白
く
円
形
に
見
え

る
（
森
安
史
典
・
東
京
医
大
教
授
提
供
）

高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精
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効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効エックス線被ばくない利点も

ママイイククロロババブブルル用用いいたた超超音音波波検検査査

白
く
光
る
特
質

肝
臓
で
検
証

０
・
２
�
の
血
管
も

２０����年（平成１８年）�月�日（土曜日）第３種郵便物認可


